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在宅介護実態調査の概要 

１．アンケート調査の目的 

本調査は、要介護者の在宅生活の継続や介護者の就労継続に有効な介護サービス 

のあり方を検討し、第１０期介護保険事業計画の策定のための基礎資料とするため

実施したものです。 

 

２．調査の対象者及び実施期間 

※ 医療機関に入院している方、介護施設等に入所又は入居している方は調査の対象 

となっておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査対象者 介護認定の更新申請及び区分変更申請の対象者で、在宅介護を受

けている者

 調査方法 認定調査員による聞き取り

 実施期間 令和７年１１月１４日～令和８年６月３０日

 回答者数 ２００名
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３．集計結果 

 

（１）基本調査項目 

 

① 世帯類型 

 

世帯類型について、「単身世帯」が 32.0%、「夫婦のみ世帯」が 24.0%、「その他」が

44.0%となっています。 

 

 

 

② 家族等による介護の頻度 

家族等による介護の頻度は、「ほぼ毎日」が 50.5%、次いで、「ない」が 31.0%、「週

1～2 日」が 10.5%、「週 1 日以下」が 4.5％、「週３～４日」が 3.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

（２）主な介護者の調査項目 

 

32.0% 24.0% 44.0% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=200)

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他 無回答

31.0% 4.5% 10.5% 3.5% 50.5% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=200)

ない 週1日以下 週1～2日 週3～4日 ほぼ毎日 無回答
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① 主な介護者の年齢 

 

主な介護者の年齢は、「60 代」が 30.4%と最も高く、次いで、「70 代」が 21.0%、

「80 歳以上」が 19.6%、「50 代」が 18.1％と５０代以上の割合が高くなっていま

する。 

 

 

 

② 主な介護者の勤務形態 

 

主な介護者の勤務形態は、「働いていない」が 50.0%、「フルタイム勤務」29.0%、

「パートタイム勤務」が 10.9%、「わからない」が 4.3％となっています。 

 

 

 

③ 就労状況別・主な介護者の年齢 

 

就労状況別における主な介護者の年齢は、フルタイム勤務では「60 歳代」43.6%、

0.0%

0.0%

3.6%

7.2%

18.1%

30.4%

21.0%

19.6%

0.0%

0.0%

0% 20% 40%

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

合計(n=138)

29.0% 10.9% 50.0% 4.3% 5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=138)

フルタイム勤務 パートタイム勤務 働いていない わからない 無回答
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次いで「50 歳代」が 35.9%となっており、パートタイム勤務では「60 歳代」が

53.8%、次いで「50 歳代」が 30.8%、「70 歳代」が 15.4%となっており、働いて

いないでは「80 歳以上」が 38.2%、次いで「70 歳代」が 35.3%となっています。 

 

 

 

④ 就労状況別における要介護度 

 

就労状況別における要介護度は、フルタイム勤務では「要介護１」が 39.5%、次いで

「要介護２」が 26.3%となっており、パートタイム勤務では「要介護２」53.8%、次

いで「要介護４」、「要介護５」が 15.4%となっており、働いていないでは「要介護

２」が 31.8%、次いで「要介護１」が 28.8%となっています。 

 

 

 

 

 

⑤ 就労状況別における就労継続見込み 

 

2.6%
0.0%

2.9%

12.8%
0.0%

2.9%

35.9%

30.8%
2.9%

43.6%

53.8%

17.6%

2.6
%

15.4%

35.3%

2.6%

0.0%

38.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務(n=39)

パートタイム勤務(n=13)

働いていない(n=68)

40歳未満 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

21.1%

7.7%

19.7%

39.5%

7.7%

28.8%

26.3%

53.8%

31.8%

7.9%

0.0%

9.1%

2.6%

15.4%

6.1%

2.6%

15.4%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務(n=38)

パートタイム勤務(n=13)

働いていない(n=66)

要支援１・２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５
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就労状況別における就労継続見込みは、フルタイム勤務では「問題はあるが、何とか続

けていける」が 59.0%、次いで「わからない」が 17.9%、「問題なく、続けていけ

る」が 10.3%、「続けていくのは、かなり難しい」が 7.7％、「続けていくのは、やや

難しい」が 5.1％となっており、パートタイム勤務では「問題はあるが、何とか続けて

いける」が 53.8%、次いで「続けていくのは、やや難しい」が 30.8%、「問題なく、

続けていける」が 15.4%、となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 主な介護者の方の働き方の調整（複数回答） 

 

主な介護者の方の働き方の調整は、「特に行っていない」が 44.4%、次いで、「介護のた

10.3%

15.4%

59.0%

53.8%

5.1%

30.8%

7.7%

0.0%

17.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務(n=39)

パートタイム勤務(n=13)

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける
続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい
わからない
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めに、「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら、

働いている」が 15.9%、「無回答」が 12.7％、「わからない」が 11.1%、「介護のため

に、休暇を取りながら、働いている」、「介護のために、2～4 以外の調整をしながら働い

ている」が 9.5％となっています。 

 

44.4%

15.9%

9.5%

0.0%

9.5%

11.1%

12.7%

0% 20% 40% 60%

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整（残業
免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け

等）」しながら、働いている

介護のために、「休暇（年休や介護休暇
等）」を取りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しな
がら、働いている

介護のために、2～4以外の調整をしなが
ら、働いている

わからない

無回答

合計(n=63)
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⑦ 今後の在宅生活の継続に向けて、主な介護者が不安に感じる介護（複数回

答） 

 

主な介護者が不安に感じる介護は、「外出の付き添い、送迎等」が 32.3%、次いで、

「認知症状への対応」が 26.0%、「屋内の移乗・移動」が 22.8、「入浴・洗身」が

18.1%、「不安に感じていることは、特にない」が 15.7％、「その他の家事（掃除、　

洗濯、買い物）」が 11.8％となっています。 

 

 

 

 

4.7%
4.7%

2.4%
18.1%

3.9%
0.8%

22.8%
32.3%

3.9%
26.0%

3.1%
10.2%

11.8%
6.3%

11.0%
15.7%

4.7%
6.3%

0% 20% 40%

日中の排泄

夜間の排泄
食事の介助（食べる時）

入浴・洗身
身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱
屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等
服薬

認知症状への対応
医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）
その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き
その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない
無回答

合計(n=127)
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⑧ 要介護度別・介護者が不安に感じる介護（複数回答） 

 

要介護度別・介護者が不安に感じる介護は、要支援１・２では「不安に感じていること

は、特にない」が 37.5%、次いで「外出の付き添い、送迎等」が 25.0%、「屋内の移

乗・移動」、「その他」が 20.8%となっており、「要介護１・２」では「外出の付き添

い、送迎等」、「認知症状への対応」が 37.3%、次いで「屋内の移乗・移動」が

23.9%、「入浴・洗身」が 19.4%となっており、「要介護３以上」では「外出の付き添

い、送迎等」が 33.3%、次いで「屋内の移乗・移動」が 28.6%、「入浴・洗身」が

23.8%となっています。 

 

8.3%

4.2%

4.2%

12.5%

0.0%

0.0%

20.8%

25.0%

0.0%

12.5%

0.0%

8.3%

12.5%

4.2%

20.8%

37.5%

0.0%

3.0%

1.5%

1.5%

19.4%

7.5%

1.5%

23.9%

37.3%

7.5%

37.3%

0.0%

13.4%

16.4%

9.0%

9.0%

10.4%

4.5%

9.5%

9.5%

4.8%

23.8%

0.0%

0.0%

28.6%

33.3%

0.0%

14.3%

19.0%

9.5%

0.0%

0.0%

14.3%

14.3%

9.5%

0% 20% 40%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

要支援１・２(n=24)
要介護１・２(n=67)
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（３）要介護認定データ 

 

① 介護を受けられている方の年齢 

 

介護を受けられている方の年齢は、「85～89 歳」が 27.2%、次いで、「80～84 歳」

が 25.1%、「90～94 歳」が 15.9%、「75～79 歳」が 14.4％、「95～99 歳」が

6.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1%
3.6%
3.6%

14.4%
25.1%

27.2%
15.9%

6.7%
1.5%

0.0%

0% 20% 40%

65歳未満
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90～94歳
95～99歳

100歳以上
無回答

合計(n=195)
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② 二次判定結果 

 

二次判定結果は、「要介護１」が 25.7%、次いで、「要介護２」が 23.5%、「要支援」

が 19.8%、「要支援 2」が 18.2％、「要介護３」が 5.3％、「要介護 4」、「要介護 5」

が 3.7％となっています。 

 

 

③ 訪問系サービスの利用回数 

 

訪問系サービスの利用回数は、「0 回」が 74.9%、次いで、「5～14 回」が 11.3%、

「1～4 回」が 10.3%、「25～31 回」、「32～49 回」、「50 回以上」が 1.0％、「15

～24 回」が 0.5％となっています。 

 

0.0%
19.8%

18.2%
25.7%

23.5%
5.3%

3.7%
3.7%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

0% 20% 40%

非該当_認定
要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５

再調査
取消
なし

無回答

合計(n=187)

74.9%

10.3%

11.3%

0.5%

1.0%

1.0%

1.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

0回

1～4回

5～14回

15～24回

25～31回

32～49回

50回以上

無回答

合計(n=195)
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④ 通所系サービスの利用回数 

 

通所系サービスの利用回数は、「0 回」が 63.6%、次いで、「5～9 回」が 14.4%、

「1～4 回」が 13.8%、「10～14 回」が 7.2％、「15～24 回」が 1.0％となってい

ます。 

 

 

⑤ サービス利用の組み合わせ 

 

サービス利用の組み合わせは、「未利用」が 46.7%、次いで、「通所系のみ」が

26.7%、「訪問系のみ」が 15.9%、「訪問＋通所」が 9.2％、「小規模多機能」が

1.0％、「通所＋短期」が 0.5％となっています。 

 

63.6%

13.8%

14.4%

7.2%

1.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

0回

1～4回

5～9回

10～14回

15～24回

25回以上

無回答

合計(n=195)

46.7%
15.9%

26.7%
0.0%

9.2%
0.0%
0.5%
0.0%
1.0%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60%

未利用

通所系のみ

訪問＋通所

通所＋短期

小規模多機能

定期巡回のみ

定期巡回＋短期

無回答

合計(n=195)
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（４）主な介護者及び調査対象者の調査項目 

 

① 施設等検討の状況 

 

施設等検討の状況は、「検討していない」が 86.5%、次いで、「検討中」が 13.0%、

「申請済み」が 0.5%となっています。 

 

 

② 要介護度別・施設等検討の状況 

 

要介護度別･施設等検討の状況は、要支援１・２では「検討していない」が 93.0%、　

次いで「検討中」が 7.0%となっています。要介護１・２では「検討していない」が

83.7%、次いで「検討中」が 16.3%となっています。「要介護３以上」では「検討し

ていない」が 79.2%、次いで「検討中」が 16.7%、「申請済み」が 4.2%となってい

ます。 

 

 

 

 

 

86.5% 13.0% 0.5%

80% 100%

合計(n=200)

検討していない 検討中

93.0%

83.7%

79.2%

7.0%

16.3%

16.7%

0.0%

0.0%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=71)

要介護１・２(n=92)

要介護３以上(n=24)

検討していない 検討中 申請済み
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③ 世帯類型別・施設等検討の状況 

 

世帯類型別･施設等の状況は、単身世帯では「検討していない」が 81.3%、次いで「検

討中」が 18.8%となっています。夫婦のみ世帯では「検討していない」が 87.5%、

次いで「検討中」が 12.5%となっています。その他では「検討していない」が

89.8%、次いで「検討中」が 9.1%、「申請済み」が 1.1%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

81.3%

87.5%

89.8%

18.8%

12.5%

9.1%

0.0%

0.0%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身世帯(n=64)

夫婦のみ世帯(n=48)

その他(n=88)

検討していない 検討中 申請済み
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集計結果から見える課題 

課題の整理 

今回の「在宅介護実態調査」は、「第１０期介護保険事業計画」の策定にあたり、

これまでの「地域包括ケアシステムの構築」という観点に加え、「介護離職をなくし

ていくためにはどのようなサービスが必要か」といった観点を盛り込むため、「高齢

者等の適切な在宅生活の継続」と「家族等介護者の就労継続」の実現に向けた介護

サービスの在り方を検討するために実施したものです。上述した観点を基に、集計

結果を分析することで、以下のような課題がみえてきました。 

 

課題　根室市における在宅介護の実態 

今回調査した方のうち、50.５%が家族等からの介護を「ほぼ毎日」受けていまし 

た。年齢を見ると、「30 代」から「60 代」の合計が、全体の 59.3%に及びまし 

た。このことから生産年齢人口（15 歳以上 65 歳未満）であるにもかかわらず、主 

な介護者となることを理由に介護離職する可能性のある方が多数存在すると考えら 

れます。実際に就労しながら介護をしている方の 49.2%が「問題はあるが、何とか 

続けていける」、9.5%が「続けていくのは、やや難しい」、4.8％が「続けていくの

は、かなり難しい」と回答しています。 

また、主な介護者の年齢が「70 代」及び「80 歳以上」の合計は 40.6%となっ

ています。このことから、要介護者が家族や親族からの介護を受けていたとして 

も、その実態が「老老介護」や「認認介護」であるという問題も推測されます。 

 

課題　就労している主な介護者への支援 

就労している主な介護者の働き方の調整を分析したところ、25.4%の方が「介護 

のために、労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）しな 

がら、働いている」、「介護のために休暇や在宅勤務以外の調整をしながら、働いて

いる」と回答しています。 

こうした方々の介護負担を軽減するためにも、職場において介護と勤務の両立の 

ための制度の普及が必要であると考えられます。 
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課題　主な介護者が抱える不安 

主な介護者が不安に感じる介護については「外出の付き添い、送迎等」が 32.3% 

次いで「認定症状への対応」が 26.0%、「屋内の移乗・移動」が 22.8%、「入浴、

洗身」が 18.1%と介護者の年齢が上がってくると、在宅介護を続けられない状況も

出てくると推測されます。 

 

 


